
市
民
の
融
和
を
進
め

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
へ

「
融
和
が
進
む
」
第
２
回
そ
う
さ
農
業
ま
つ
り
に
２
万
人
が
来
場

匝瑳市長
江波戸 辰夫

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
匝
瑳
市
が
誕
生
し
、
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
市
民
の
融
和
の
促
進
を
、

事
業
を
展
開
す
る
上
で
の
第
一
義
と
し
て
「
の
さ
か
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
」
や
「
よ
か
っ
ぺ
祭
り
」、「
飯

高
檀
林
コ
ン
サ
ー
ト
」、「
そ
う
さ
農
業
ま
つ
り
」
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
年
中
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
「
八
日
市
場
駅
自
由
通
路
」
の

開
通
式
を
平
成
１９
年
９
月
１
日
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
る
と
こ

ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
一
般
車
両
に
よ
る
乗
降
場
と
し
て
利
用
で
き
る
ロ
ー
タ
リ
ー

式
の
「
駅
南
口
広
場
」
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
業
が
完
成
し
ま
す
と
、
駅

周
辺
地
域
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
の
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

を
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
２０
年
度
の
主
な
事
業
に
思
い
を
は
せ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
新
た
な
事
業
と
し
て
は
、

野
栄
総
合
支
所
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
「
仮
称
・
の
さ
か
図
書
館
整
備
事
業
」
や
ア
ナ
ロ
グ
で
整
備
さ

れ
て
い
る
旧
市
町
の
「
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
統
合
整
備
事
業
」、平
成
１９
・
２０
年
度
の
２

か
年
継
続
事
業
と
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
普
及
を
図
る
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
「
野
手
浜
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
行
政
基
盤
を
確
保
し
、
少
子
・
高
齢
化
な
ど
の
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
徹

底
し
た
歳
出
削
減
と
民
間
と
の
協
働
の
推
進
な
ど
を
柱
と
す
る
「
匝
瑳
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
昨
年
度
策

定
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
定
員
管
理
や
組
織
機
構
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
鋭
意
計
画
の
実
行
が
な
さ
れ
、
効
果
も
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
計
画

達
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
策
定
中
の
匝
瑳
市
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
に
盛
り
込
み
、
そ
の
実
現
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
で
お
な
じ
み
の
、
十
二
支
の
一
番
目
に
数
え
ら
れ
る
子
（
ね
ず
み
）
年
で

す
。
こ
の
干
支
は
、
「
子
孫
繁
栄
の
象
徴
」
と
も
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
少
子
化
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、

何
か
干
支
に
願
掛
け
を
し
て
み
た
く
も
思
い
ま
す
。

本
年
も
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

匝
瑳
市
長

江
波
戸

辰
夫

感感所所頭頭年年長長市市年年２２００成成平平
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
任
期
満
了
と
な
り
、

こ
の
ほ
ど
改
選
が
行
わ
れ
、
下
表
の
皆
さ
ん
が
福

祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
敬
称
略
）。

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

民
生
委
員
と
は
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
に
、
市
町

村
に
設
置
さ
れ
る
民
間
の
奉
仕
者
で
、
児
童
委
員

を
兼
ね
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
。
今
回
選
任
さ

れ
た
委
員
は
平
成
２２
年
１１
月
３０
日
ま
で
で
す
。

◆
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

地
域
の
福
祉
を
高
め
る
た
め
の
自
主
活
動
と
、

生
活
保
護
や
高
齢
者
・
障
害
者
の
援
護
な
ど
の
協

力
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
施

設
や
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
行
政

機
関
と
の
連
携
調
整
に
あ
た
り
ま
す
。

◆
主
任
児
童
委
員
と
は

民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
な
か
な
ら
指
名
さ

れ
、
児
童
福
祉
を
専
門

的
に
担
当
す
る
人
た
ち

で
、
区
域
担
当
児
童
委

員
と
一
体
と
な
っ
た
活

動
を
展
開
し
、
児
童
福

祉
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
特
に
児
童
福
祉
関

係
機
関
や
教
育
機
関
、

地
域
の
児
童
健
全
育
成

に
関
す
る
団
体
と
の
連

絡
連
携
を
と
る
な
ど
の

役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

身身
近近
なな
福福
祉祉
のの
協協
力力
者者

◆民生委員・児童委員

◆主任児童委員

担 当 区 域

篭部田東
篭部田西
富谷
下富谷
万町
東本町・西本町・福富町・横町
若潮町・福岡台
田町（福岡台を除く）
下出羽
仲町・上出羽
砂原
米倉（新町を除く）
米倉新町

田久保・青葉谷・木積・富岡・牛岡
台谷・飯倉団地・雇用促進
貝塚（本郷・谷津）・久方・亀崎・新
飯倉台（１丁目・４丁目）・池端・中貫・西の内
飯倉台（１丁目・４丁目除く）
飯倉新田・時曽根・下の谷・幸田・南幸田・駅通り町

横須賀
在久内・荒子・道の口・高高野
林崎・八市・宿・蒲田
蕪里
高野

山桑・宮和田
長岡・堀之内
松山・中台
生尾・宮本

大寺１・２
大寺３・４
飯塚１・２・３
飯塚４・５
内山

入山崎・南山崎・八辺・南神崎
江川・蒲野・住方・谷
新町・栄・城・新田
片子・大堀・金原
仲台・公崎
安久山・小高・城下

仲瀬古・新田浜・大槍・西里・上方・田部
曽根本郷・本郷東・上野・川端・志村
荒場・学校前・仲西・塔の前・東・小泉・外城内・四谷
新田東西・横川・長谷浜・道祖神
宮内寺・和曽根・登戸・古屋・荒久場・宗内・古内屋

１区 安巻・川向・萩曽根 ６区 荻野
２区 原・大街道・古屋・蓮沼・荒句・籾内
３区 中才・御門・山里・藤四郎野
４区 東谷
５区（新宿を除く）
新宿（東）
新宿（西）

電 話

７２ー３９７１
７２ー１３４６
７３ー１１５８
７２ー０２４２
７２ー００６５
７２ー３７０８
７３ー５４３９
７２ー１４４１
７２ー２０８３
７２ー０４０４
７２ー３６９４
７２ー０５４８
７３ー１５２１

７３ー１５１４
７３ー３９０１
７２ー００８４
７３ー１９７１
７９ー１４３７
７３ー４８３２

７３ー０６１１
７２ー０７０３
７９ー０１７５
７２ー３５１７
７３ー４３２７

７３ー３６７２
７４ー０４８３
７３ー１１７１
７２ー１６１８

７４ー０２６６
７４ー００６９
７４ー０６５９
７４ー００５４
７４ー０３６９

７３ー２４０３
７３ー６２１２
７３ー４１５２
７４ー０５５６
７４ー０９１５
７４ー０４６９

７２ー４５１７
７２ー４０１６
７２ー４４５５
７２ー４０６２
７２ー４４０２

７２ー３６５０
７２ー３３８９
７２ー０２９０
７３ー０５３４
７３ー２７７６
７３ー３５５５
７３ー５６２６

氏 名

礒部 範夫
江波戸美江
井上 ミツ
伊藤美枝子
青木 眞人
繁倉 光男
飯田 弘
大木みつ江
永瀬喜久雄
鶯塚 敏雄
江波戸 勝
伊藤 剛
$田とみ子

行木 .江
川島 巖
平山 瑞子
大木 章
池田 竹四
野澤善一郎

塚本 優
中村 )雄
鈴木 勇
平野 政雄
大木 弘勝

#品かをる
近藤 三郎
平野 宥峰
佐藤 榮二

川口 0
佐藤 朗進
鎌形セツ子
2波 壽貴
林 1雄
越川 一男
渡邉 辰男
+谷 忠治
熊- 0
平山 %
*計 /雄
伊藤とし子
'井 國,
江波戸 久
宇野 喜一
増田 晋一

川口 浩
宇井 武昭
石橋 和雄
金杉 弘
山" 好美
林 洋子
礒部 洋一

地区

中
央

豊
栄

須
賀

匝
瑳

豊
和

吉
田

飯
高

共
興

平
和

担 当 区 域

舟戸町・寄島・押角・四軒町・仲町・東町
学校町・分野・椿シティー・柳田・瀬戸谷１．２．
３・東八１・東柳田・新興分野
県営住宅・蓮入・栄町・日之出町・甘一町・沖南北
椿団地１．２．３．４・ツクモ台・仲新久
八重崎・五正部・二條・ユウキ住宅・向新久・宿
・天神・仲見江・若葉
水神１．２．３．４．５・緑町１．２．３・東八２

高土内・前古屋・鯨橋・大根畑
内裏塚丘・内裏塚浜
新堀丘・新堀浜
桃の内・大坪・東大坪・上の場馬・宮前・古町・
松山・ふれあいのさか
工業団地・上野・上・上第一・上第二・如来内・今泉東
八軒浜・西浜・釜前・望洋台住宅
西宿・東新生・西新生・丸の内・丸の内団地
砂子・曽根・目名・県営住宅・今泉中央・目名サ
ニータウン
御城・後里
今泉浜

栢田浜
堀川丘東・西
川辺浜・堀川浜
東郷・西郷・中郷
栢田東
東西和田・川辺新田・高松・高松団地・米本団地
・松風台
栢田西

電 話

７２ー１２６４
７３ー０５９５

７２ー１６４４
７３ー２０９６
７３ー５７１３

７２ー１３０３

６７ー５６０１
６７ー３９７５
６７ー２３０２
６７ー２０７１

６７ー２５９２
６７ー３７５３
６７ー２４６０
６７ー２３１０

６７ー３２７６
６７ー２１６９

６７ー１１７０
６７ー２８２８
６７ー３４９３
６７ー３１５１
６７ー４７６０
６７ー３４６２

６７ー４０２１

氏 名

鈴木 庸雄
伊庭 (男

伊藤 稔
鈴木 正夫
横田 登

椙山 武

熱田 尚正
熱田 正幸
伊東 和夫
伊橋 良子

押尾 悦子
加! 清
佐久間愛子
椎名 稔

林 良子
林 好達

石田 照江
伊藤 桂子
伊藤 博文
及川 和俊
及川 大樹
勝又 藤男

吉川 正久

地区

椿
海

野
田

栄

電 話

７９－１４０６
７２－１４０１

７３－３９９１
７９－１８６５

７３－５３７０
７９－２７３０

７４－０６２１
７４－０７９０

７４－０３９３
７４－０１９４

７３－５７１７
７３－４０６５

氏 名

平山奈穗美
波木 浩子

森川 康子
&岡 弘子

鵜澤 真弓
金杉 嘉子

須合 浩美
内藤喜代美

小西 利子
林 千代子

吉田 寛子
石井 弘子

地区

中央

豊栄

須賀

匝瑳

豊和

吉田

電 話

７４－０５７１
７４－０８７５

７２－４６８１
７２－４０２７

７２－３４０２
７２－００９７

７２－３２０５
７３－５７９４

６７－３４０８
６７－２５３９

６７－３２８７
６７－２２２３

氏 名

木下喜久江
平野 和子

熱田 節子
佐藤眞由美

山" 弘子
$田 友子

伊藤 順子
武田三奈子

及川美佐子
勝股美佐子

江波戸京子
鈴木百合子

地区

飯高

共興

平和

椿海

野田

栄

３


